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資 料

A大学の保育所実習（小児ふれあい実習）前後での
看護学生の対児感情の変化

浅野 梨子 1），佐々木啓太 2），谷口 育 2）

葛西茉莉聖 2），川﨑 公暉 2），涌水 理恵 3）

〔論文要旨〕
本研究の目的は，A大学小児ふれあい実習（以下，保育所実習）を通じて看護学生が子どもに抱く感情がどの

ように変化するのかを明らかにすることだ。保育所実習をおこなった看護学生 71人のうち同意の得られた 46人
（64.8%）を対象とし，実習前後に自記式質問紙調査を実施した。実習前・後のデータが揃っている 40人（有効回
答率 87.0%）を分析対象とした結果，「子どもが好きか」に，「はい」と回答した看護学生は実習前が 95％，実習後
は全員であった。実習前の不安に関する問いに対し，80％が何らかの不安を抱いていると回答し，実習後に「子
どもと納得のいく関わりができたか」，「不安に感じていたことは解消されたか」という問いに対し，看護学生全員
が「はい」と回答した。看護学生の対児感情評定尺度得点の平均値は，接近感情「あたたかい」，「うれしい」，「し
ろい」，「あかるい」，「やさしい」，「すばらしい」で有意に上昇し，回避感情「よわよわしい」，「わずらわしい」で
有意に低下し，回避感情「はずかしい」で有意に上昇し，拮抗指数の有意な低下が示された。保育所実習を通じて
子どもとふれあう体験は，青年期の看護学生にとって対児感情の拮抗指数の低下，すなわち，子どもに対する感情
の対立を和らげたと考察できた。また，看護学生らの子どもに対する感情や関わり方に前向きな変化がみられ，今
後の小児領域での臨地実習や看護実践にむけての意欲的な姿勢が形成されたといえる。
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Ⅰ．目 的

令和 4年の国民生活基礎調査１）によると，我が国の
世帯数は年々増加し，世帯の構成員数は減少している
（2022年：2.25人）。この結果が意味するところは，「単
独世帯」や「夫婦と未婚の子のみの世帯」，「夫婦のみ
の世帯」などの増加および「高齢者世帯」の増加であ
り，日本国内の少子高齢化，核家族化が顕著に反映さ
れた結果であるということである。同様に，国民生活
基礎調査の「児童数別，世帯構造別児童のいる世帯数
および平均児童数の年次推移」では，児童のいる世帯
における児童数「1人」の割合は増加し，「2人」「3

人以上」の割合は低下している。地域でのつながりも
希薄となっている現代社会の社会的背景において青年
期である大学生が子どもと関わる機会は家庭内外にお
いても少なく，「子ども」という存在とふれあい，知
る機会は少なくなっていることが容易に想像できる。
これから看護師となるために学ぶ看護学生は養成機

関において専門科目として「小児看護学」を受講し，
小児分野の臨地実習を経験する。小児領域における看
護を展開していくためには小児の成長発達や発達段階
などを加味したうえで患者の状態をアセスメントして
看護を展開していくことが求められる。笠井ら２）は，小
児看護学実習に臨む看護学生は子どもと関わることに
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戸惑いを感じながらも，ケアの必要性を認識すればケ
アを遂行するために子どもの側に行くという対処行動
をとり，関わりたくなる子どもの姿を認識すれば子ど
もをかわいいと思えることにつながり，戸惑いに対す
る学生の対処行動は後押しされると述べており，実習
における子どもと学生との相互的関わりの中で，学生
の対児感情は変化し，行動にも影響することが示唆さ
れている。大学生の子どもへの関心とその関連要因に
ついて調査した扇原と村井３）の調査によると，子ども
への関心は幼児との接触経験により促進されることや
保育学専攻などの子どもと関わる学問を専攻する者で
高いことが明らかとなっている。このことから看護学
生が小児領域の実習に積極的に参加し，子どもの看護
を考えるためには子どもとの実際のふれあいからその
成長発達の過程を理解することが重要である。

1950年代にブルームらによって提唱されたタキソ
ノミーでは，知的活動に関わる教育目標である「認知
領域」における教育目標として「知識」，「理解」，「応
用」などの分類があり，段階ごとに目標が定められ教
育が行われる４）。看護学における小児領域の教育では，
専門科目の概論により得た子どもの看護に関する知識
を小児看護学実習の場での応用につなげるために演習
などで理解することが求められる。
厚生労働省の『看護師等養成所の運営に関する指導
ガイドライン』５）において小児看護学は，その留意点と
して「成長発達段階を深く理解し，さまざまな健康状
態にある人々および多様な場で看護を必要とする人々
に対する看護の方法を学ぶ内容とすること」が求めら
れている。A大学では 3年次看護学生を対象に小児
ふれあい実習という保育所での臨地実習（以下，保育
所実習）をおこなうが，その目的として「子どもの成
長への働きかけ，健康で安全な生活を遂行するにあ
たって，看護職をはじめとする専門職業人がどのよう
な役割を果たしているのか，各職種間また対象の家族
や地域社会とどのように連携を取って対象を育んでい
るのかについて理解を深めること」が掲げられており，
看護学生らは，病棟での臨地実習に先立ち，小児の成
長発達について本実習で深い理解を得ていると考えら
れる。
看護学生が子どもと関わる機会が少ない昨今におい
て，彼らが小児看護を実践するために「小児の成長発
達（身体的・心理的特徴）に関する情報」を実際の子
どもとのふれあいから知る機会も同様に少ないことが

想定される。そこで今回，A大学で行われる保育所
実習で，子どもとの関わりが少ない看護学生が子ども
を受け持ち，対象を理解することで，子どもに対して
抱く感情にどのような変化をもたらすのかを明らかに
し，その後の小児領域での臨地実習や看護実践にどの
ような影響をもたらすのかを考察するために調査を実
施した。

Ⅱ．方 法

1．対象と実習概要

本研究の研究対象は，A大学 3年次看護学生 71人
である。

A大学の 3年次看護学生は，毎年 8月から 9月の
間に 3日間の保育所実習をおこなう。看護学生らは前
述の実習目的に沿って，保育所の児を一人受け持ち，
児の登園から午睡導入まで関わる。最終日には「受け
持ち児の概要紹介と看護学生らによる相互質問（1時
間）」と「子どもの権利についてのテーマカンファレ
ンス（1時間）」をおこなう。

2．調査方法

上掲 3年次看護学生 71人に，本研究の目的と倫理
的配慮について説明し，46人から研究協力への同意
を得た。
記名式質問紙による調査は，2023年 7月の保育所

実習前と，2023年 9月の保育所実習後に実施した。同
意を得られた看護学生に対し，実習前の質問紙は，保
育所実習オリエンテーションで配布し，その場で記
入・提出を依頼したが，オリエンテーションをおこ
なった部屋の使用時間制限上，その場で記入・提出で
きなかった看護学生が若干名おり，彼らへは記入済の
事前質問紙に関して，学内に設置されている学生専用
ポストを代替の提出場所として案内するメールを送信
した。実習後の質問紙は，実習後のカンファレンスに
おいて配布し，その場で全数の提出を確認した。

3．調査内容

実習前の質問紙では「子どもは好きですか」，「日ご
ろ幼児と関わる機会がありますか」，「子どもとの関わ
りは得意ですか」を尋ねた。「日ごろ幼児と関わる機
会がありますか」については毎日/ときどき/関わらな
いの 3件法で回答してもらい，毎日/ときどきと回答
した看護学生に対しては，「どのようなシチュエーショ
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ンで関わりますか」と尋ね，妹弟がいる/保育施設な
どでアルバイトしている/その他から回答してもらっ
た。さらに「保育所実習で（子どもとの関わりへの）
不安なことは何ですか」については自由記載で回答し
てもらった。
実習後の質問紙では「子どもは好きですか」，「子ど
もと納得のいく関わりができましたか」，「保育所実習
での子どもとの関わりに対する不安は解消されました
か」について尋ねた。
実習前・後の対児感情の変化については花沢６）の「対

児感情評定尺度」を使用した。この尺度は子どもに対
する肯定的な感情を示す接近感情 14項目と否定的な
感情を示す回避感情 14項目から構成されており，1
点～4点を配した 4件法で回答を得た。

4．分析方法

統計解析は SPSS Statistics 28.0を使用した。子ど
もへの思いや実習への不安感については単純集計を行
い，実習前後の対児感情の各項目については対応のあ
る t検定を行い，有意水準は 5%未満とした。また，
接近感情と回避感情の拮抗する感情を示す「拮抗指数」
（回避得点/接近得点×100）を求めた。拮抗指数は接
近得点と回避得点との相克度を表し，0-100の幅をと
る。相克度は肯定的な感情と否定的な感情の 2つの感
情が同時にどの程度抱えて対立しているのかの指標と
なる。数値が低いほど感情の対立が弱まることを示す。

5．倫理的配慮

本研究は，A大学の倫理委員会の承認を得て実施
した（令和 5年 7月 25日：第 1893号）。調査開始前
に研究の趣旨と研究への参加は任意であること，研究
に参加しない場合でも不利益は生じないこと，成績に
は一切影響しないことを文書および口頭で説明をした。
また，研究目的以外でデータを使用しないこと，研究
結果は個人が特定できないよう配慮し論文や学会で公
表することを説明した。同意書によって意向を確認し，
同意が得られた看護学生を対象に実施した。

Ⅲ．結 果

保育所実習をおこなう A大学 3年次看護学生 71人
のうち 46人から実習前後の回答を得た（回収率
64.8%）。うち，両データに不備のなかった 40人分の
回答を分析対象とした（有効回答率 56.3％）。

1．保育所実習前の調査結果

「子どもは好きですか」について「はい」と回答し
た看護学生は 38人（95.0％），「いいえ」は 2人（5.0％）
であった。「日ごろ幼児と関わる機会はありますか」に
対して「毎日」と回答した看護学生が 0.0％，「ときど
き」が 12人（30.0％），「関わらない」が 28人（70.0％）
であった。「ときどき」を選択した 12名の看護学生の
うち「弟や妹がいる」と回答した看護学生は 1人
（8.3％），「保育施設でアルバイトをしている」と回答
した看護学生が 4人（33.3％），その他と回答した看
護学生は 7人（58.3％）であった。「子どもとの関わ
りは得意ですか」については「はい」と回答した看護
学生が 12人（30.0％），「どちらでもない」が 20人
（50.0％），「いいえ」が 3人（20.0％）であった。
「保育所実習で不安なことは何ですか」という自由
記載のあった看護学生は 32人（80％）であった。具
体的な記載内容は「コミュニケーションがうまくとれ
るか，自分が傷つけてしまわないか不安」，「子どもと
上手く接することができるか」，「子どもと上手に関わ
れるか」などであった。

2．保育所実習後の調査結果

「子どもは好きですか」について「はい」と回答し
た看護学生は 100％，「いいえ」は 0％であった。「子
どもと納得のいく関わりができましたか」に対しては，
「はい」と回答した看護学生が 12人（30.0％），「まあ
まあ」が 20人（50％），「あまりできていない」が 8
人（20.0％），「できなかった」が 0％であった。「保
育所実習での子どもとの関わりに対する不安は解消さ
れましたか」という問いに対して，「はい」が 100％，
「いいえ」が 0％であった。

3．保育所実習前後における対児感情の変化

対児感情評定尺度 28項目の結果を表 1に示す。児
に対して肯定的な接近感情（14項目）の変化につい
て各項目で t検定を行った結果，「あたたかい」（t=
－3.1，p＝.004），「うれ し い」（t=－5.7，p=＜.001），
「すがすがしい」（t=－2.3，p=.027），「しろい」（t=－3.0，
p=.005），「あかるい」（t=－3.1，p=.003），「たのしい」
（t=－2.5，p=.018），「やさしい」（t=－4.4，p=＜.001），
「うつくしい」（t=－2.7，p=.011）「すばらしい」（t=
－3.8，p=＜.001）について，実習前よりも実習後の
方が有意に上昇した。
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表 1　実習前後の対児感情の変化
N＝40

実習前 実習後
t値＊ p 値

M SD M SD
接近感情
あたたかい 3.4 0.7 3.7 0.5 －3.1 .004
うれしい 2.5 0.9 3.4 0.6 －5.7 ＜ .001
すがすがしい 2.3 1.0 2.8 0.9 －2.3 .027
いじらしい 2.2 1.0 2.2 0.9 －0.2 .860
しろい 1.3 0.7 1.8 0.9 －3.0 .005
ほほえましい 3.6 0.7 3.8 0.4 －1.9 .071
ういういしい 3.2 0.8 3.3 0.8 －1.3 .197
あかるい 3.5 0.6 3.8 0.4 －3.1 .003
あまい 2.1 0.9 2.4 0.9 －1.6 .117
たのしい 3.2 0.7 3.7 0.6 －2.5 .018
みずみずしい 2.6 1.1 2.8 0.9 －1.3 .212
やさしい 2.7 0.7 3.4 0.7 －4.4 ＜ .001
うつくしい 2.5 1.1 2.9 0.9 －2.7 .011
すばらしい 3.2 1.0 3.6 0.6 －3.8 ＜ .001

実習前 実習後
t値＊ p 値

M SD M SD
回避感情
よわよわしい 2.4 0.8 2.1 0.9 　2.2 .034
はずかしい 1.7 0.8 2.0 1.0 －2.6 .014
くるしい 1.3 0.6 1.3 0.6 　0 1.000
やかましい 2.4 0.9 2.2 1.0 　1.7 .103
あつかましい 1.6 0.7 1.5 0.8 　0.4 .660
むずかしい 2.7 0.9 2.6 0.7 　0.8 .440
てれくさい 1.8 0.9 2.0 1.0 －1.2 .246
なれなれしい 2.2 0.8 2.5 1.0 －2.0 .051
めんどうくさい 1.8 0.9 1.6 0.7 　2.0 .048
こわい 1.7 0.8 1.5 0.6 　1.8 .078
わずらわしい 1.6 0.8 1.4 0.5 　2.0 .048
うっとうしい 1.6 0.7 1.4 0.7 　1.2 .242
じれったい 1.6 0.7 1.7 0.7 －1.1 .295
うらめしい 1.1 0.3 1.0 0.2 　0.4 .660

＊対応のある t検定
M＝mean，SD＝standard deviation

また，児に対して否定的な回避感情（14項目）の
変化について各項目で t検定を行った結果，「よわよ
わしい」（t=2.2，p=.034）と「わずらわしい」（t=2.0，
p=.048）の得点が有意に低下した。一方で「はずかし
い」（t=－2.6，p=.014）の得点が有意に上昇した。実
習前の接近感情の平均得点が 38.2点，回避得点が 25.4
点，拮抗指数は 67.0で，実習後の接近感情の平均得
点が 43.6点，回避得点が 24.8点，拮抗指数は 57.2で，
拮抗指数は有意に低下した（t=5.3，p=＜.001）。

Ⅳ．考 察

1．看護学生の属性と子どもとの関わり

ⅰ．好感度の変化

子どもの好き嫌いに関して実習前は「子どもが好き」

が 95％であったが，実習後はすべての看護学生が「子
どもが好き」と回答した。先行研究７）では，対象となっ
たすべての保育学生が演習後に，赤ちゃんや子どもに
対する関心が非常に高まり，赤ちゃんや子どもへの感
情について「大好き」と回答したことが報告されてい
る。本研究の看護学生においても，実習後はすべての
看護学生が「子どもが好き」と回答しており，前掲の
先行研究に示されているように，子どもとの肯定的な
ふれあい体験によって看護学生らが得た感情であった
可能性があると考えられた。
ⅱ．子どもとの関わりの経験

看護学生の 70％が日ごろから子どもと関わる機会
がなく，今回の実習で初めて密に子どもと関わった看
護学生が多い。そのため，実習前に何らかの不安があ
ると述べ，その中でも子どもとの関わりに関する不安
が多くあると分かった。岸川ら９）は，保育所実習は健
康に生活している乳幼児と関わることにより具体的・
現実的な子ども像を形成できる効果的な実習と述べて
いる。本調査においても看護学生らは，実際に子ども
と密に関わったことで不安が解消したと考えられる。
そのことに谷本ら８）は，子どもと接することに対して
持っていた「不安が解消され」，「苦痛が減少」し，「実
習が楽しい」と感じると述べている。アンケート調査
においても実習後に，実習中の子どもとの関わりに納
得感があるかという質問に関して，看護学生のうち
30％が納得したと回答し，50％が「まあまあ」と回
答した。実習前の不安について，回答の多くは，子ど
もとの関わり方について触れていたが，実習前の不安
は全員が解消されたと回答している。先行研究１０）にお
いて，実際に保育士が子どもに接している姿から，看
護学生が具体的な子どもへの接し方を学ぶことで，抱
えていた不安が解消されたことが報告されている。看
護学生らも，実習先で保育士や看護師の子どもに接す
る姿を目の当たりにしつつ，指導を充分に受けながら
子どもと関わり続けた結果，子どもとの関わりに対す
る不安を解消できたのではないかと考察された。
今後小児看護に携わる可能性のある看護学生たちが，

子どもを受容する過程において関連する要因を明らか
にすることで，学生指導や評価の視点が明確になり，
その後の臨床実践の質にも関連する可能性がある。ま
た宮良の調査１１）では，対児感情に関して，子どもとの
接触体験の少ない学生ほど子どもの抽象的なイメージ
を有し，接触体験のある学生ほど子どもの行動特性や
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関わりの中から感じた感情を具体的にイメージしてい
たことが報告されている。本研究において，実習前に
は子どもと関わる機会の少なかった看護学生らが，保
育所実習にて子どもとふれあう体験を積み重ねること
で，子どもに対してのイメージが鮮明になり，看護学
生らなりに納得のいく関わり方を体得していった可能
性が高いと考えられた。

2．実習後の子どもへの接近感情項目得点の有意な上昇

本研究では，「あたたかい」，「うれしい」，「すがす
がしい」，「しろい」，「あかるい」，「たのしい」，「やさ
しい」，「うつくしい」，「すばらしい」の項目で有意な
上昇が見られ，保育学生 140人を対象とした先行研
究１２）では，「あたたかい」，「うれしい」，「しろい」，「あ
かるい」，「やさしい」，「すばらしい」の項目で有意な
上昇が見られた。
「うれしい」の項目での上昇理由として，看護学生
が保育所の子どもたちと関わる中で受け入れられる体
験をしたこと，「しろい」の項目での上昇理由として，
表面的形態的な印象を受けた（肌の白さや透明感など）
可能性があったこと，がそれぞれ考察された。また，「う
つくしい」，「すばらしい」の項目での上昇理由として，
看護学生らが成長の著しい過程をたどる子どもの様子
を数日間，間近で観察・対峙し，その愛らしさや潔さ
（広辞苑第 7版）１３）を「うつくしい」と体感・実感した
帰結ではなかろうかと考察した。
看護学生らが保育所実習における子どもとの相互的
関わりを通して，「あたたかい」や「たのしい」等，実
習後の接近感情項目得点に有意な上昇がみられ，今後
の小児領域での臨地実習や看護実践にむけて，子ども
へのポジティブな印象が形成されたといえる。

3．実習後の子どもへの回避感情項目得点の変化

本研究では，実習前から回避感情項目は低い看護学
生が多く，実習後にはさらに低下し，「はずかしい」の
項目のみが有意な上昇を見せた。
ⅰ．有意に低下した項目に関して

「よわよわしい」では，子どもが体調を崩さず活発
に活動している様子を看護学生らが目の当たりにした
ことで，子どもに対する身体的なよわよわしいイメー
ジが低下したと考える。また「わずらわしい」では，
子どもは生活や遊びの側面において，看護学生らが想
像していたよりもはるかに自立し，他児や看護学生と

良好なコミュニケーションをとり，保育士の指示が通
り，世話が掛からない様子を目の当たりにしたことで
わずらわしいイメージが低下したと考えた。先行研
究１２）においても，保育学生の回避感情が子どもとのふ
れあい体験後に有意に低下し，拮抗指数も子どもとの
ふれあい体験後に有意に低下したことが示されている。
看護と保育で学科は異なっても，子どもとのふれあい
により，学生らの子どもへの回避感情が有意に低下す
ることが分かった。
ⅱ．有意に上昇した項目について

「はずかしい」の上昇には子どもの思いもよらぬ言
動や行動（以下，ふざけ行動）に対する羞恥心を感じ
たことが上昇の要因だと考えられる。堀越ら１５）は，子
どものふざけ行動は，子どもが仲間との関係が不安定
な緊迫状態を緩和したり，仲間との安定した関係を強
化したりする場合に使用されると述べている。子ども
との関わりが少ない看護学生が，子どもと関わる中で，
直接的にふざけ行動を受けたことにより，恥ずかしさ
を感じた可能性は考えられる。子どものふざけ行動は
「情動行動」から「理性行動」への発達の未熟さに起
因する。今後，小児看護を展開するうえで子どもの成
長発達状況は必ず考慮しなければならない側面である。
今回の保育所実習において，看護学生が実際に子ども
とふれあい，子どもへの感情の変化を体感できたこと
は今後，看護学生が子どもの身体的・心理的成長発達
状況を捉えた看護実践を遂行するための糧となりうる。

4．保育所実習の効果

藤井ら１６）は中学 2年生 81名を対象にした調査で，対
児感情の回避得点が子どもとのふれあい体験後に有意
に低下したことと関連して拮抗指数が有意に低下した
と報告している。本研究においても，看護学生の接近
得点の有意な上昇および回避得点の有意な下降に関連
して拮抗指数が有意に低下したことが示されたことか
ら，子どもとふれあう体験は，青年期の看護学生にとっ
て対児感情の拮抗指数の低下，すなわち子どもに対す
る感情の対立を和らげると考察できた。
子どもとの関わりへの不安解消や自身の達成感の体

験は，看護学生の子どもへの接近感情の上昇と回避感
情の低下に繋がり，今後の子どもと関わる機会へ前向
きな体験となりうる。先行研究１７）において，病院以外
の地域の教育・福祉施設を含んだ施設での小児看護学
実習で，看護学生は，病院での実習と同様に小児看護
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の実習目標であった対象の理解と看護の役割を学ぶこ
とができていた。このことから，青年期にある看護学
生らが多様な子どもたちと関わる経験をすることで，
子どもとの関わりへの心理的ハードルが下がると考え
られた。

Ⅴ．結 論

本研究では，看護学生が保育所実習を通じて，子ど
もに対する感情や関わり方にどのような変化が生じた
かをアンケート調査を通じて明らかにした。結果，実
習前と比べて実習後は看護学生の接近感情はすべての
項目で上昇し，「あたたかい」「うれしい」などの 9項
目が有意に上昇した。回避感情に関しては「よわよわ
しい」「わずらわしい」の項目が有意に下降した。ま
た，子どもとの関わり方に対しても，実習後は全員が
「不安なし」「子どもが好き」と回答した。保育所実習
を通して，看護学生らの子どもに対する感情や関わり
方にポジティブな変化がみられ，今後の臨地実習や看
護実践に向けて，前向きな姿勢が形成された。

研究の限界

本研究の対象は 1大学のみの看護学生を対象として
おり，事前の調査でも子どもが好きと回答した学生が
95%いる集団で，実習に対するネガティブな体験を
回答しづらかったことも推察されることから，研究結
果および知見の一般化には限界がある。
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〔Summary〕
The purpose of this study was to clarify how nursing students’ feelings toward children change through the A

University Pediatric Interaction Practicum (hereafter referred to as “practice at nursery”). Seventy-one nursing
students who participated in the practice at nursery were asked to participate in this study, and 46 of them
consented to complete a self-administered questionnaire survey before and after the practice at nursery. The
results of the analysis of 40 students (valid response rate: 87.0%), for whom data were available before and after
the practice at nursery, showed that 95% of the nursing students answered “yes” to the question “Do you like
children?” before the practice at nursery and all answered “yes” after the practice. All of the nursing students
answered “Yes” to the questions “Did you have a satisfactory relationship with the child?” The mean scores of
the nursing students’ ratings on the scale of feelings toward the child increased significantly for the approach
feelings “warm,” “happy,” “white,” “bright,” “kind,” and “wonderful,” decreased significantly for the avoidance
feelings “annoying” and “bothersome,” and increased significantly for the avoidance feeling “embarrassing,”
indicating a significant decrease in the antagonism index. The antagonistic index decreased significantly. The
experience of interacting with children through nursery practice was considered to have reduced the
antagonistic index of feelings toward children for the adolescent nursing students, i.e., it softened their emotional
conflicts toward children. In addition, the nursing students showed positive changes in their feelings toward
children and in the way they interacted with them, and this can be interpreted as the formation of a motivated
attitude toward future on-site training and nursing practice in the pediatric field.

Key words: Nursing Student, Pediatric Nursing Practicum, Emotions toward Children, Nursery Practice
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